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垣浜（福岡県岡垣町、17 〜 19 世紀）と続く。さらに
石見銀山の積出し港として知られる沖泊（写真１、島
根県大田市、18 〜 19 世紀）、舳倉島沖（図５、公海、
17 世紀末〜 18 世紀初の染付皿）、能登飯田海岸（石川
県珠洲市、主に 18〜 19 世紀）、陸奥湾脇野沢沖（写真２、
19 世紀の染付瓶）と日本海のルート上をたどり、北海
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図６　波佐見笹絵徳利（１・２）・コンプラ瓶（３〜５）
（中野 2000）
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